
事業所名　　放課後等デイサービス　熊の家 作成日　令和 7 年 3 月 3 1 日支援プログラム

常に私たちの「子ども達」のために放課後の「楽しい家」を築こう。を理念に掲げ、楽しく安全に過ごせる居場所作りと共に保護者、学校、他事業所との
連携・連絡・相談などが迅速に出来るように職員間のコミュニケーション、行動に移すことを大切にしています。

寄り添い、認め合う。共に学び、助け合う。愛される「人」になれ。を支援方針に掲げ、個人個人の「出来た」を「次」に繋げるように職員間で課題や方法について考え試し改善し
ながら取り組んでいます。作る、参加する、協力し合う、喜びを共有するなど「一人では取り組めない事」に子ども達も職員も気を長く持って常に生活の一部に取り込んでいこうと
日々工夫努力を重ねています。

基本的には全ての児童を送迎しています月曜日から土曜日　　午前 9時 30 分～午後 6時 30 分
日曜・祝日はお休み

健康状態の把握は勿論のこと、日々の時系列での検温、顔色、体調など常に共有している。また都度、体調による過ごし方を児童に聞き取りや提示をしています。
おやつや昼食作りを通じて正しい食べ方、後片付けなど児童それぞれにあった提供、用事の振り分けなど生活リズムに気配りをするように努めています。
好き嫌い、自分の身の回りのこと、お友達との関係や施設の使い方、ルールなど生活全般において学年ごとの理解が出来るように「やってみる」「出来た」「次のステップ」がサイクルになるように心掛けています。

身体の使い方や力の入れようなどを大人スタッフと関わりながら得意、不得意に左右されずに自然に取り組めるように促しています。特に姿勢と頭の位置を意識させることを心掛けています。
相手とのコミュニケーション、力の伝え方など相手の学年や男女、もしくは肢体の状態で関わり方を工夫したり変えられるように遊びの中に取り入れています。
切る、貼る、丸める、繋ぐ、結ぶ、書く、塗る、重ねる、踏む、押すなど手足を使った「物作り」を通じて様々な感覚､感情を身につけて自分の新しい発見に繋げられるように心掛けている

生活・イベントなど表やスケジュールの視覚化。時間の経過や使えるタイミングをタイマーで見通しや自分の気持ちの切り替えを学習し行動に繋がるように提示している。
自分の気持ちやモヤモヤを認知する、大人に話すを促している。同時にスヌーズレン的な部屋を用意して感情をクールダウン出来る行動を提示、学習してもらっています。
切る、貼る、丸める、繋ぐ、結ぶ、書く、塗る、重ねる、踏む、押すなど手、足、肌感から入る情報を五感で感じ季節を感じる創作活動を実施しています。

歌う、表現する、相手の事もちゃんと聞く習慣的な行動が出来るよう取り組んでいます。どういう気持ち、何がしたいとか何が嫌とか言葉や態度で表せるように絵カードや
言葉掛で自己表現出来るようになって欲しい。切る、貼る、丸める、繋ぐ、結ぶ、書く、塗る、重ねる、踏む、押すなどの活動を通じて学年間、学年ごとのお世話をすることで
互いの立場や出来る事の違いに気づき相手を思いやる気持ちを育てたい。

挨拶やお礼など感謝を言葉にする、態度に表すを重視し常に声がけや反復、職員間も同様に子どもに感じてもらえるようにしている。
愛される「人」になるための相互理解の元になる「笑顔」、「声がけ」を常に心掛けるように提示し常に「相手」の気持ちを考えるように提示している。
仲間や友達、集団活動や生活についてルールの理解やそれを守るためにどのように「行動」に移せば良いかを学び考える事を提示している。

月ごとのお誕生会・イベント行事（豆まき・ひな祭り・お花見・節句・プール遊び・母の日、父の日・植物園・ミカン狩り・おいも堀・ハロウィン・クリスマス）
おやつ作り・昼食作り　吉本芸人が熊の家にやってくる（年 2-3 回程度　不定期）　熊の家映画館（不定期　年 6-10 回）就労施設タイアップ展示会（年 2-3 回　不定期）　　
工場見学（ヨーグルト・カップヌードル・ドーナツ・おまんじゅう・飛行機）　高校クラブ見学【アメリカンフットボール・チアリーダー・吹奏楽・バスケットボール　不定期】

とくに母親との距離感は常に考えるように職員間で共有して早めの
面談や電話での会話、送迎時の報告などでの母親の表情や会話などを
報告している。大事な事は徹底的に寄り添うことである

前後の関わりある施設や相談支援員、区役所など必要に応じて
情報の共有と問題解決までの道のりを早め早めに聞き取りや施設の
見学などできる限り常に共有しようと心掛けて大人のカラーです。

情報の共有と会話、報告・連絡・相談の重要性やアクションにおこすときの早さ
に関しては常に気に留めて欲しいとミーティングなどを通じて話しています。
外部研修への派遣、地域コミュニティへの積極的進め方など共有しています。

子ども達に関わる大人の世界と常に情報を共有し地域連携と
学校保護者我々と常に良い関係を保てるように問題解決や家庭の問題
など早めのアクションを心掛けて会話、行動している
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